
 

平成 29 年 10 月 3 日 

 

科目 

 

 

年金数理 

受験番号 

 

 

公益社団法人 日本年金数理人会 

 

 
問題１ 問題２ 問題３ 問題４ 問題５ 問題６ 問題７ 問題８ 

 

Ｅ Ｄ Ａ Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｂ 

問題９ 問題 10 問題 11 問題 12 問題 13 問題 14 問題 15  

Ｄ Ｅ Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 
問 

 

題 

 

16 

① ② ③ ④ 
 

892,500 937,125 0.22 0.50 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

5.00 56,834 -708 22.38 

 

 

問  

  

題 

 

17 

① ② ③ ④ 
 

𝐺𝑎 𝑆𝑝 + 𝑆𝑎 𝑆𝑝 + 𝑆𝑎 − 𝐹𝑛
𝐶  (1 + 𝑖) 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

𝑃𝐿 × 𝐺𝑎 
𝐿

𝐺𝑎
 ∑

𝐷𝑦

𝐷𝑥+1

𝑥𝑟−1

𝑦=𝑥+1

 
𝑑 × 𝐺𝑓

𝑣 × 𝐺𝑎
 

 

 
問 

 

題 

 

18 

① ② ③ ④ 

 

50.0 65.7 70 8 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

6 62.7 93.3 78.3 

 

 



 

平成 29 年 10 月 3 日 

 

科目 

 

 

年金数理 

受験番号 

 

 

公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 19 ←問題番号を記入すること。 

 

（1）保険料の支払回数の違いによって給付（現価）が異なることはないため、保険料収入現価に注目する。 

年 1回払いおよび年 2 回払いの、一回当たりの標準保険料をそれぞれ 𝑃①𝐸 、 𝑃②𝐸 とおくと、 

𝑃①𝐸 =
𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟

∑ 𝐷𝑥
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

、 𝑃②𝐸 =
𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟

∑ (𝐷𝑥 + 𝐷𝑥+1 2⁄ )
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

 

となる。ここで、𝐷𝑥+1 2⁄ = 𝑙𝑥+1 2⁄
(𝑇) ∙ 𝑣𝑥+1 2⁄ であるが、脱退は年間を通じて一様に発生するので、 

𝐷𝑥+1 2⁄ = 𝑙𝑥
(𝑇) ∙

1 + 𝑝𝑥
2

∙ 𝑣𝑥+1 2⁄ = 𝐷𝑥 ∙
1 + 𝑝𝑥
2

∙ 𝑣1 2⁄  

である。したがって、年 2回払いにおける𝑥歳の被保険者の標準保険料収入現価は次のようになる。 

𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟
𝐷𝑥

×
∑ 𝐷𝑦 (1 +

1 + 𝑝𝑦
2

∙ 𝑣1 2⁄ )
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥

∑ 𝐷𝑥 (1 +
1 + 𝑝𝑥
2

∙ 𝑣1 2⁄ )
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

 

ここで、
𝐷𝑥 (1 +

1 + 𝑝𝑥
2

∙ 𝑣1 2⁄ )

𝐷𝑥
= 1 +

1 + 𝑝𝑥
2

∙ 𝑣1 2⁄ は𝑥について単調増加である。 

𝑎𝑖 > 0, 𝑏𝑖 > 0であり、
𝑏𝑖
𝑎𝑖
が単調増加であるとき、 

𝑏1 + 𝑏2 +⋯+ 𝑏𝑛
𝑎1 + 𝑎2 +⋯+ 𝑎𝑛

<
𝑏𝑘 + 𝑏𝑘+1 +⋯+ 𝑏𝑛
𝑎𝑘 + 𝑎𝑘+1 +⋯+ 𝑎𝑛

が成り立つので、 

∑ 𝐷𝑦 (1 +
1 + 𝑝𝑦
2

∙ 𝑣1 2⁄ )
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ 𝐷𝑦
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

<
∑ 𝐷𝑦 (1 +

1 + 𝑝𝑦
2

∙ 𝑣1 2⁄ )
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥

∑ 𝐷𝑦
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥

 

となる。したがって、 

𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟
𝐷𝑥

×
∑ 𝐷𝑦 (1 +

1 + 𝑝𝑦
2

∙ 𝑣1 2⁄ )
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥

∑ 𝐷𝑥 (1 +
1 + 𝑝𝑥
2

∙ 𝑣1 2⁄ )
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

>
𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟
𝐷𝑥

×
∑ 𝐷𝑦
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥

∑ 𝐷𝑥
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

 

となる。右辺は年 1 回払いにおける𝑥歳の被保険者の標準保険料収入現価である。標準保険料収入現価

は年 2回払いの方が大きいため、責任準備金に関しては𝑉𝑥
1 > 𝑉𝑥

2である。 

 

（注）裏面には記載しないこと 



 

平成 29 年 10 月 3 日 

 

科目 

 

 

年金数理 

受験番号 

 

 

公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 20 ←問題番号を記入すること。 

（1） 

∑ 𝑙𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

− 𝑑( ∑ 𝑙𝑥
(𝑇)

𝑥𝑟−1

𝑥=𝑦+1

𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟
𝐷𝑥

+ ∑ 𝑙𝑥𝑎̈𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

) = ∑ 𝑙𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

− 𝑑( ∑ 𝑣−𝑥

𝑥𝑟−1

𝑥=𝑦+1

∑ 𝐷𝑧

𝜔

𝑧=𝑥𝑟

+ ∑ 𝑣−𝑥
𝜔

𝑥=𝑥𝑟

∑𝐷𝑧

𝜔

𝑧=𝑥

) 

= ∑ 𝑙𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

− 𝑑(∑ 𝐷𝑧

𝜔

𝑧=𝑥𝑟

∑ 𝑣−𝑥

𝑥𝑟−1

𝑥=𝑦+1

+ ∑ 𝐷𝑧

𝜔

𝑧=𝑥𝑟

∑ 𝑣−𝑥
𝑧

𝑥=𝑥𝑟

) 

= ∑ 𝑙𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

+ ∑ 𝐷𝑧

𝜔

𝑧=𝑥𝑟

(𝑣−𝑦 − 𝑣−𝑧) = ∑ 𝐷𝑧

𝜔

𝑧=𝑥𝑟

𝑣−𝑦 = 𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟𝑣
−𝑦 = 𝑙𝑦

(𝑇)𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟
𝐷𝑦

 

 

 

（2）極限方程式および（1）より 

𝐶 = 𝐵 − 𝑑𝐹 = ∑ 𝑙𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

− 𝑑( ∑ 𝑙𝑥
(𝑇)

𝑥𝑟−1

𝑥=𝑦+1

𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟
𝐷𝑥

+ ∑ 𝑙𝑥𝑎̈𝑥

𝜔

𝑥=𝑥𝑟

) = 𝑙𝑦
(𝑇)𝐷𝑥𝑟𝑎̈𝑥𝑟

𝐷𝑦
 

となるので、被保険者が𝑦歳の時点で将来の給付現価を全額払い込む財政方式により運営されてい

ることがわかる。特に𝑦 = 𝑥𝑒のときは加入時積立方式である。 

 

 

 

（注）裏面には記載しないこと 


